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≦x において 0)( ≧xg であればよい。 
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≦x のとき 0)(  xg であるから、 )(xg  は単調減少。 

0)(  xg より 0)(  xg であるから、 )(xg は単調減少。 
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これより、 1,,1,0  nk  とすれば、 )(kf はとり得るすべての値をとる。 
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したがって、
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k  について調べれば十分である。 
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nは奇数であるから、 0
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すなわち、 )()( ifjf  のとき ij  であるから、 
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なる整数≦≦は
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m は nと素な整数であるから、
1

0
2

n
mk k

 
 
 
≦ ≦ を nで割った余りは、 0k  のとき 0 、 0k  のとき1, 2, , 1n 

のいずれかである。 
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i)mi とmj を nで割った余りが一致する ii) mi とmj を nで割った余りの和が nになる 

のいずれかが成立する。 

i)が成立するとき rnqmjrnpmi  , とする。辺々引くと )()( pqnijm   

m と nは互いに素であるから、 ij  が nの倍数でなければならないが、
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ii)が成立するとき ,mi np r mj nq n r     とする。辺々足すと ( ) ( 1)m j i n q p     

m と nは互いに素であるから、 j i が nの倍数でなければならないが、1 1j i n  ≦ であるから不適。 

以上により、i)と ii)は成立しない。集合
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